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は
じ
め
に

　

オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
と
は
、
江
戸
時
代
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
定

期
的
な
海
外
情
報
を
い
う
。
幕
府
に
呈
上
さ
れ
、
最
新
の
世
界
情
勢
を
把
握
す
る
手

段
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
の
勃
発
を
契
機
に
、
従
来
の
風

説
書
と
は
別
に
、
よ
り
詳
細
な
海
外
情
報
が
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
別

段
風
説
書
と
い
っ
た
。
別
段
風
説
書
の
掲
載
内
容
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の
み
な
ら
ず
、

ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
動
乱
や
各
国
事
情
、
科
学
技
術
の
発
達
な
ど
、
豊
富
で
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
か
ら
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
ま
で
の
一

八
年
間
に
及
ぶ
別
段
風
説
書
を
収
録
し
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
史
料
集
で
あ

る
と
と
も
に
、
別
段
風
説
書
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
、
西
洋
史
や
日
本
文
学
史
の
研
究

者
を
交
え
て
多
角
的
に
追
究
し
た
研
究
書
で
あ
る
。
青
山
学
院
大
学
教
授
岩
田
み
ゆ

き
氏
を
代
表
者
と
す
る
、
二
〇
一
六
・
一
七
年
度
の
青
山
学
院
大
学
総
合
研
究
所
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「「
和
蘭
別
段
風
説
書
」
の
研
究
」
の
研
究
成
果
で
あ
り
、
青
山
学
院

大
学
総
合
研
究
所
叢
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
岩
田
氏
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け
は
、
長
く
風
説
書
研
究
に
携
わ
り
、
別
段
風
説
書
の
集
大

成
を
望
ま
れ
て
い
た
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
片
桐
一
男
氏
の
熱
意
に
よ
る
も
の
と

し
て
い
る
。

　

本
書
を
編
ん
だ
風
説
書
研
究
会
は
、
片
桐
氏
が
会
長
を
つ
と
め
る
。
岩
田
氏
と
青

山
学
院
高
等
部
教
諭
佐
藤
隆
一
氏
が
中
心
と
な
っ
て
史
料
調
査
と
編
纂
作
業
を
進

め
、
並
行
し
て
外
部
研
究
者
も
招
い
て
公
開
研
究
会
を
開
催
し
、
研
究
活
動
に
取
り

組
ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
　
本
書
の
構
成

　

本
書
の
構
成
を
示
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
に
か
え
て�

片
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一
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凡
例

総
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段
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解
説�

佐
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総
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史
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第
一
号　
　
　
　

天
保
十
一
庚
子
年
（
一
八
四
○
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
二
号　
　
　
　

天
保
十
二
辛
丑
年
（
一
八
四
一
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
三
号　
　
　
　

天
保
十
三
壬
寅
年
（
一
八
四
二
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
四
号　
　
　
　

天
保
十
四
癸
卯
年
（
一
八
四
三
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
五
号
―
一　
　

弘
化
元
甲
辰
年（
一
八
四
四
）七
月　

別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
五
号
―
二　
　

弘
化
元
甲
辰
年（
一
八
四
四
）八
月　

別
段
風
説
書　

長
崎
訳

��〔
参
考
史
料
一
〕��

弘
化
元
甲
辰
年（
一
八
四
四
）六
月　

別
段
風
説
書　

長
崎
訳

��〔
参
考
史
料
二
〕��

文
化
元
甲
子
年
（
一
八
○
四
）
別
段
風
説
書

第
六
号　
　
　
　

弘
化
二
乙
巳
年
（
一
八
四
五
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
七
号　
　
　
　

弘
化
三
丙
午
年
（
一
八
四
六
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
八
号　
　
　
　

弘
化
四
丁
未
年
（
一
八
四
七
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

��〔
参
考
史
料
〕��　

弘
化
四
丁
未
年
（
一
八
四
七
）
別
段
風
説
書　

江
戸
訳
覚

第
九
号
―
一　
　

嘉
永
元
戊
申
年
（
一
八
四
八
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
九
号
―
二　
　

嘉
永
元
戊
申
年
（
一
八
四
八
）
別
段
風
説
書　

江
戸
訳

第
十
号
―
一　
　

嘉
永
二
己
酉
年
（
一
八
四
九
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
十
号
―
二　
　

嘉
永
二
己
酉
年
（
一
八
四
九
）
別
段
風
説
書　

江
戸
訳

第
十
一
号
―
一　

嘉
永
三
庚
戌
年
（
一
八
五
○
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
十
一
号
―
二　

嘉
永
三
庚
戌
年
（
一
八
五
○
）
別
段
風
説
書　

江
戸
訳

第
十
二
号
―
一　

嘉
永
四
辛
亥
年
（
一
八
五
一
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
十
二
号
―
二　

嘉
永
四
辛
亥
年
（
一
八
五
一
）
別
段
風
説
書　

江
戸
訳

第
十
三
号
―
一　

嘉
永
五
壬
子
年
（
一
八
五
二
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
十
三
号
―
二　

嘉
永
五
壬
子
年
（
一
八
五
二
）
別
段
風
説
書　

江
戸
訳

��〔
参
考
史
料
〕��　

嘉
永
五
壬
子
年
（
一
八
五
二
）
別
段
風
説
書　

江
戸
訳

第
十
四
号　
　
　

嘉
永
六
癸
丑
年
（
一
八
五
三
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
十
五
号　
　
　

安
政
元
甲
寅
年
（
一
八
五
四
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
十
六
号　
　
　

安
政
二
乙
卯
年
（
一
八
五
五
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
十
七
号　
　
　

安
政
三
丙
辰
年
（
一
八
五
六
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
十
八
号
―
一　

安
政
四
丁
巳
年
（
一
八
五
七
）
別
段
風
説
書　

長
崎
訳

第
十
八
号
―
二　

安
政
四
丁
巳
年
（
一
八
五
七
）
別
段
風
説
書　

江
戸
訳

研
究
篇

各
論
一　

江
戸
時
代
の
海
外
情
報
―
鷹
見
泉
石
の
情
報
活
動
―

�

片
桐　

一
男　

各
論
二　

オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
―
そ
の
公
的
回
覧
と
私
的
書
写
―

�

佐
藤　

隆
一　

各
論
三　

�

徳
川
慶
勝
筆
写
の
嘉
永
四
・
五
年
別
段
風
説
書
と
黒
田
斉
溥
の

嘉
永
五
年
対
外
建
白
書
―
別
段
風
説
書
と
雄
藩
大
名
の
海
外
情

報
の
認
識
再
考
―�

岩
下　

哲
典　

各
論
四　

�《
別
段
風
説
書
》
は
い
か
に
参
照
さ
れ
た
か
―
神
奈
川
県
立
歴

史
博
物
館
所
蔵
「
阿
部
家
資
料
」
を
事
例
と
し
て
―

�

嶋
村　

元
宏　

各
論
五　

別
段
風
説
書
の
な
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
―
一
八
四
八
年
革
命
を
中
心
に
―

�

割
田　

聖
史　

各
論
六　

江
戸
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
―
武
器
と
凶
器
―�

篠
原　

進　
　

あ
と
が
き�

岩
田　

み
ゆ
き

参
考
文
献

研
究
協
力
機
関
・
協
力
者
一
覧

執
筆
者
紹
介

二
　
本
書
の
内
容

　

以
下
、
各
篇
・
各
論
の
内
容
の
要
点
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
「
序
に
か
え
て
」
で
は
、
片
桐
氏
が
、
自
ら
が
関
わ
っ
た
風
説
書
研
究
を
ふ
り
か

え
り
つ
つ
、
別
段
風
説
書
の
集
大
成
を
は
か
る
研
究
史
上
の
意
義
を
述
べ
て
い
る
。

風
説
書
研
究
は
、
調
査
・
研
究
対
象
が
広
範
囲
に
及
び
、
多
額
の
研
究
費
を
要
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
人
レ
ベ
ル
で
取
り
組
む
に
は
限
界
が
あ
る
と
す
る
。
そ

の
上
で
、
風
説
書
研
究
の
原
点
は
海
外
情
報
が
い
か
に
利
用
・
活
用
さ
れ
た
か
の
検

証
に
あ
る
と
し
、
風
説
書
と
別
段
風
説
書
を
そ
ろ
え
て
諸
問
題
を
検
討
す
る
重
要
性

を
強
調
し
て
い
る
。

　

佐
藤
氏
に
よ
る
総
論
一
、
岩
田
氏
に
よ
る
総
論
二
は
、
史
料
篇
の
解
題
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

総
論
一
は
、
別
段
風
説
書
の
成
立
か
ら
終
焉
ま
で
の
変
遷
と
、
記
載
内
容
の
概
要

を
解
説
す
る
。
ま
ず
別
段
風
説
書
は
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
始
ま
る
と
し
、

そ
こ
に
至
る
日
蘭
双
方
の
事
情
を
説
明
す
る
。
当
初
は
長
崎
訳
の
み
で
あ
っ
た
が
、

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
江
戸
訳
が
登
場
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
ア
ヘ
ン
戦
争
情

報
に
特
化
し
て
い
た
内
容
が
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
以
降
は
「
別
段
風
説
書
」

の
標
題
を
付
し
て
世
界
情
勢
一
般
を
記
載
す
る
も
の
へ
と
大
き
く
変
化
し
、
安
政
元

年
（
一
八
五
四
）
以
降
は
国
別
・
項
目
別
の
書
式
と
な
っ
た
と
述
べ
る
。
最
後
に
終

焉
に
至
っ
た
事
情
を
説
明
す
る
。
年
次
ご
と
の
別
段
風
説
書
の
記
載
内
容
に
つ
い
て

は
、
主
要
な
事
件
の
報
道
記
事
を
表
1
と
表
2
と
し
て
、
国
名
お
よ
び
そ
の
関
係
記

事
を
表
3
と
表
4
と
し
て
ま
と
め
、
読
者
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
る
。

　

総
論
二
は
、
別
段
風
説
書
の
諸
写
本
の
所
在
調
査
に
つ
い
て
の
報
告
で
あ
る
。
所

在
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
蓄
積
を
ふ
ま
え
て
進
め
ら
れ
、
調
査
に
よ
っ
て
確

認
さ
れ
た
一
四
七
件
の
別
段
風
説
書
お
よ
び
複
数
の
別
段
風
説
書
を
収
録
す
る
文
書

は
、
表
1
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
掲
載
史
料
に
つ
い
て
は
、
諸
写
本
か
ら
選

択
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
通
り
に
翻
刻
す
る
方
針
を
と
っ
た
と
す
る
。
掲
載
史

料
の
選
択
基
準
と
し
て
、
以
下
の
五
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
①
誤
字
・
脱
字
・
脱

漏
・
誤
写
な
ど
が
少
な
い
も
の
。
②
年
月
の
記
載
が
あ
る
も
の
。
③
通
詞
名
の
記
載

が
あ
る
も
の
。
④
通
詞
の
印
が
あ
る
も
の
。
⑤
一
つ
の
写
本
に
集
中
さ
せ
ず
、
な
る

べ
く
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
も
た
ら
せ
る
こ
と
。《
各
年
次
別
段
風
説
書　

小
解
説
》
で

は
、
年
次
ご
と
に
諸
写
本
の
書
誌
的
特
徴
を
解
説
し
な
が
ら
、
掲
載
史
料
を
選
択
し

た
根
拠
を
述
べ
て
い
る
。

　

史
料
篇
で
は
、
天
保
一
一
年
（
一
八
四
〇
）
か
ら
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
ま
で

の
一
八
年
間
に
及
ぶ
別
段
風
説
書
に
つ
い
て
、
年
次
ご
と
に
長
崎
訳
と
江
戸
訳
を
そ

れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
翻
刻
し
て
収
録
し
、
重
要
と
思
わ
れ
る
参
考
史
料
を
付
し
て
い

る
。
江
戸
訳
は
存
在
を
確
認
で
き
る
六
点
と
参
考
史
料
二
点
を
収
録
す
る
。
掲
載
史

料
の
そ
れ
ぞ
れ
冒
頭
に
は
出
典
の
記
載
が
あ
る
。
翻
刻
の
方
針
は
「
凡
例
」
に
示
さ

れ
て
い
る
。

　

研
究
篇
の
各
論
一
か
ら
各
論
四
は
、
以
前
か
ら
別
段
風
説
書
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に

取
り
組
み
、
多
く
の
成
果
を
発
表
し
て
き
た
研
究
者
の
論
考
で
あ
る
。
一
方
、
各
論
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五
は
西
洋
史
、
各
論
六
は
日
本
文
学
史
を
専
門
と
す
る
研
究
者
の
論
考
で
あ
る
。

「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
公
開
研
究
会
に
お
け
る
報
告
を
も
と

に
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
。

　

各
論
一
の
片
桐
論
文
は
、
江
戸
時
代
の
海
外
情
報
の
あ
り
方
を
概
観
し
た
う
え

で
、
古
河
藩
家
老
に
し
て
蘭
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
鷹
見
泉
石
の
情
報
活
動
を
論
じ

て
い
る
。
泉
石
が
収
集
し
た
海
外
情
報
の
全
体
像
を
紹
介
し
、
風
説
書
お
よ
び
別
段

風
説
書
の
入
手
に
腐
心
し
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
ら
は
主
君
で
あ
る
老
中
土
井
利
位
に

呈
上
・
報
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
す
る
。
役
務
と
し
て
あ
る
い
は
個
人
と

し
て
の
情
報
活
動
が
、
泉
石
の
知
見
を
高
め
た
の
み
な
ら
ず
、
幕
府
要
人
や
蘭
学
者

に
広
く
影
響
を
与
え
た
と
し
て
い
る
。

　

各
論
二
の
佐
藤
論
文
は
、
幕
府
が
別
段
風
説
書
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
た

の
か
を
、
私
的
書
写
か
ら
公
的
回
覧
へ
と
い
う
視
点
で
、
い
く
つ
か
の
段
階
を
設
定

し
て
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
当
初
、
別
段
風
説
書
は
機
密
文
書
と
し
て
幕
府
の
管
理

下
に
お
か
れ
、
つ
て
を
た
ど
っ
て
内
密
に
入
手
し
た
り
、
必
要
性
に
応
じ
て
幕
府
か

ら
内
々
に
知
ら
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ペ
リ
ー
来
航
を
契
機

に
、
従
来
の
幕
府
の
方
針
は
大
き
く
転
換
さ
れ
、
幕
府
内
部
で
公
的
に
回
覧
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
範
囲
も
拡
大
し
、
さ
ら
に
は
諸
大
名
へ
も
回
覧
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

各
論
三
の
岩
下
論
文
は
、
尾
張
藩
主
徳
川
慶
勝
が
筆
写
し
た
嘉
永
四
・
五
年
（
一

八
五
一
・
五
二
）
の
別
段
風
説
書
、
嘉
永
五
年
の
別
段
風
説
書
を
引
用
す
る
福
岡
藩

主
黒
田
斉
溥
の
対
外
建
白
書
を
考
察
す
る
。
両
者
と
も
、
す
で
に
岩
下
氏
が
学
界
に

紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
の
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
、
ペ
リ
ー
来
航
前
後
の

政
治
状
況
に
つ
い
て
再
論
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
に
「
和
蘭
告
密
御
請
取
始

末　

全
」
と
題
す
る
写
本
を
紹
介
し
、
別
段
風
説
書
に
書
き
込
ま
れ
た
朱
書
の
注
記

を
検
討
す
る
。
慶
勝
が
筆
写
し
た
「
阿
蘭
陀
機
密
風
説
書
」
は
、
大
名
本
人
が
筆
写

し
た
特
筆
す
べ
き
写
本
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
斉
溥
の
「
建
白
」
と

い
う
政
治
的
行
為
に
注
目
し
て
、
幕
末
期
の
雄
藩
大
名
の
情
報
活
動
を
展
望
す
る
な

か
で
、
そ
の
契
機
と
し
て
別
段
風
説
書
の
入
手
と
活
用
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

各
論
四
の
嶋
村
論
文
は
、
老
中
阿
部
正
弘
の
家
に
伝
わ
っ
た
阿
部
家
資
料
の
嘉
永

三
・
四
・
五
年
（
一
八
五
〇
・
五
一
・
五
二
）
の
別
段
風
説
書
を
俎
上
に
載
せ
、
朱

書
の
書
き
込
み
を
検
討
し
、
別
段
風
説
書
が
ど
の
よ
う
に
参
照
さ
れ
た
か
を
論
じ
て

い
る
。
ま
ず
、
表
紙
の
分
類
記
号
に
注
目
し
、
阿
部
家
に
は
嘉
永
年
間
の
長
崎
訳
と

江
戸
訳
の
両
者
が
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
書
き
込
み

の
検
討
か
ら
、
朱
書
を
ほ
ど
こ
し
た
人
物
は
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
阿
部
家
に

あ
っ
た
別
段
風
説
書
を
通
覧
し
、
長
崎
訳
と
江
戸
訳
を
比
較
し
な
が
ら
校
訂
を
行

い
、
世
界
地
図
・
世
界
地
理
書
を
参
照
し
て
読
ん
で
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。

　

各
論
五
の
割
田
論
文
は
、「
諸
国
民
の
春
」
と
呼
ば
れ
た
「
一
八
四
八
年
革
命
」

が
別
段
風
説
書
で
ど
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
か
に
着
目
し
、
嘉
永
元
・
二
年

（
一
八
四
八
・
四
九
）
の
別
段
風
説
書
の
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
・
長
崎
訳
・
江
戸
訳
を

比
較
し
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
長
崎
訳
・
江
戸
訳
と
も
に
翻
訳
は
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
内
容
の
理
解
は
不
十
分
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

ま
た
、
別
段
風
説
書
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
報
が
、
何
を
情
報
源
と
し
、
ど
の
よ
う
に
取

捨
選
択
さ
れ
て
記
載
さ
れ
た
か
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
い
る
。

　

各
論
六
の
篠
原
論
文
は
、
江
戸
時
代
の
情
報
社
会
の
あ
り
方
を
、
多
様
な
文
学
作

品
の
記
述
を
も
と
に
論
じ
て
い
る
。
商
業
活
動
に
お
い
て
情
報
は
「
武
器
」
で
あ
っ

た
こ
と
、
一
方
で
為
政
者
側
に
と
っ
て
情
報
は
「
凶
器
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
、
紀
州
藩
士
が
書
き
留
め
た
『
家
乗
』
に
記
さ
れ
る
様
々
な
情
報
と
情
報
源
を
紹

介
す
る
。
別
段
風
説
書
を
直
接
に
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
情
報
を
見
き
わ

め
る
知
性
は
江
戸
時
代
か
ら
現
在
に
つ
な
が
る
普
遍
的
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
。

　
「
あ
と
が
き
」
で
は
、
岩
田
氏
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
経
緯
が
説
明
さ

れ
、
本
書
の
概
要
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
参
考
文
献
」
は
、
佐
藤
氏
に
よ

る
作
成
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三
　
研
究
史
上
の
位
置

　

本
書
の
刊
行
は
、
研
究
史
の
う
え
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

現
在
に
至
る
風
説
書
研
究
の
動
向
を
概
観
し
つ
つ
、
位
置
づ
け
を
は
か
り
た
い
。

　

寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
か
ら
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
ま
で
の
通
常
の
風
説

書
は
、
法
政
蘭
学
研
究
会
に
よ
る
諸
写
本
の
調
査
と
校
合
作
業
を
経
て
集
大
成
さ

れ
、『
和
蘭
風
説
書
集
成
』
上
・
下
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
・
七
九
年
）
と

し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
岩
生
成
一
氏
の
指
導
の
も
と
で
行
わ
れ
た
法
政
蘭
学
研
究

会
の
活
動
は
、
戦
前
の
板
沢
武
雄
氏
の
研
究
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
新
た

な
視
点
と
し
て
通
常
の
風
説
書
と
別
段
風
説
書
を
区
分
し
て
取
り
扱
う
方
針
が
と
ら

れ
て
い
る
。
続
い
て
別
段
風
説
書
の
集
大
成
を
企
図
し
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
、『
和
蘭
風
説
書
集
成
』
上
巻
に
寄
せ
た
岩
生
氏
の
序
文
に
も
見
え
て
お
り
、

片
桐
氏
が
執
筆
さ
れ
た
解
題
で
も
別
段
風
説
書
を
区
分
し
た
解
説
が
な
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
別
段
風
説
書
に
関
す
る
最
初
の
専
論
で
あ
る
安
岡
昭
男
氏
の
「
和
蘭
別

段
風
説
書
と
そ
の
内
容
」（『
法
政
史
学
』
第
一
六
号
、
一
九
七
〇
年
）
は
、
集
大
成

さ
れ
た
際
の
解
題
に
向
け
て
準
備
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
し
か
し
、
別
段
風
説
書
の

集
大
成
は
諸
般
の
事
情
か
ら
実
現
せ
ず
、
年
月
を
経
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
間
の
経
緯
は
、「
序
に
か
え
て
」
で
片
桐
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
海
外
情
報
の
収
集
・
分
析
・
活
用
と
い
っ
た
情
報
活
動
の

論
点
が
提
唱
さ
れ
、
風
説
書
を
め
ぐ
る
個
別
研
究
は
大
き
く
進
展
し
た
。
と
り
わ
け

別
段
風
説
書
へ
の
関
心
は
、
幕
末
維
新
の
政
治
・
社
会
状
況
を
情
報
を
切
り
口
と
し

て
研
究
す
る
動
向
と
相
ま
っ
て
高
ま
り
を
見
せ
た
。
本
書
の
執
筆
者
で
あ
る
佐
藤

氏
・
岩
下
氏
・
嶋
村
氏
は
、
そ
の
牽
引
役
を
担
っ
て
き
た
研
究
者
で
あ
る
。
特
性
を

も
つ
別
段
風
説
書
の
写
本
の
紹
介
が
進
む
と
と
も
に
、
別
段
風
説
書
の
入
手
ル
ー
ト

や
政
治
的
活
用
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
は
、
片

桐
氏
と
安
岡
氏
の
研
究
に
よ
り
、
通
常
の
風
説
書
と
別
段
風
説
書
の
基
本
的
理
解
が

確
立
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
別
段
風
説
書
を
収
録
す
る
史
料

集
が
な
か
っ
た
こ
と
が
反
作
用
し
て
、
当
時
の
若
手
研
究
者
が
追
究
す
べ
き
課
題
が

山
積
し
て
い
る
と
認
識
し
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
別
段
風
説
書
を
読
む
に
は
、『
大
日
本
古
文
書　

幕
末
外
国
関

係
文
書
』
な
ど
の
刊
本
に
収
録
さ
れ
た
記
事
を
利
用
し
た
り
、
史
料
所
蔵
機
関
に
あ

る
写
本
を
利
用
し
た
り
す
る
し
か
方
法
は
な
か
っ
た
。
特
に
初
期
の
別
段
風
説
書
を

収
録
す
る
刊
本
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
は
す
こ
ぶ
る
不
便
な
研
究
環
境
で
、
各
年

次
の
記
載
内
容
を
通
覧
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
ど
の
刊
本
・
写
本
に
依
拠
し
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て
引
用
す
れ
ば
よ
い
か
も
悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
別
段
風
説
書

の
個
別
研
究
が
進
展
す
る
反
面
、
依
拠
す
べ
き
史
料
集
を
欠
く
と
い
う
状
況
が
長
く

続
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

別
段
風
説
書
の
研
究
に
と
っ
て
画
期
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
松
方
冬
子
氏
の
研
究

で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
、
松
方
氏
は
オ
ラ
ン
ダ
側
史
料
に
基
づ
い
て
史
料
論
的

視
点
か
ら
風
説
書
研
究
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
は
『
オ
ラ
ン
ダ
風
説
書
と
近
世
日

本
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
松
方
氏
は
、
通
常

の
風
説
書
と
別
段
風
説
書
の
違
い
と
し
て
、
通
常
の
風
説
書
は
長
崎
で
作
成
さ
れ
る

の
に
対
し
て
、
別
段
風
説
書
は
バ
タ
ヴ
ィ
ア
で
作
成
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
が
送

付
さ
れ
て
く
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
従
来
、
記
述
の
長
短
や
記
載
内
容
で
し
か

差
異
を
説
明
で
き
な
か
っ
た
両
者
の
違
い
が
明
確
と
な
っ
た
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
側

史
料
に
基
づ
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
の
送
付
は
一
八
四
〇
年
か
ら
一
八
五
七
年
ま

で
で
あ
る
こ
と
を
実
証
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
松
方
氏
は
、
語
学
に
堪
能
な
若
手
研
究
者
と
と
も
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文

の
翻
刻
と
翻
訳
に
取
り
組
ま
れ
、
年
次
ご
と
に
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
と
現
代
日
本
語
訳

を
併
記
す
る
論
文
を
続
々
と
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
現
代
日
本
語
訳
に

注
記
と
解
説
を
収
録
し
て
、『
別
段
風
説
書
が
語
る
一
九
世
紀
―
翻
訳
と
研
究
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
を
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
に
よ
っ
て
、
別
段
風
説
書

を
現
代
日
本
語
訳
で
通
覧
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
訳
文

で
は
ほ
と
ん
ど
意
味
不
明
の
カ
タ
カ
ナ
書
き
の
地
名
・
人
名
な
ど
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語

原
文
か
ら
の
現
代
日
本
語
訳
に
よ
っ
て
初
め
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
研
究
段
階
に
至
り
、
江
戸
時
代
の
訳
文
と
し
て
の
別
段
風
説
書
の
集

大
成
は
、
い
っ
そ
う
強
く
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
松
方
氏
は
前
掲
書
の
解
説

で
「
別
段
風
説
書
の
内
容
は
、
当
時
の
日
本
人
に
ど
の
程
度
理
解
で
き
た
の
か
？
ど

う
理
解
さ
れ
た
の
か
？
」
を
考
え
る
一
つ
の
重
要
な
手
が
か
り
が
、
翻
訳
の
有
り
様

で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
研
究
に
お
け
る
一
つ
の
方
向
性
を
示
す
指
摘

で
あ
る
。
翻
訳
の
有
り
様
を
比
較
・
検
討
す
る
た
め
に
は
、
良
質
な
江
戸
時
代
の
訳

文
の
テ
キ
ス
ト
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
当
時
の
日
本
人
の
理
解
を
考
え
る
手
が
か

り
は
、
翻
訳
の
問
題
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
訳
文
と
し
て
の
別
段
風
説
書
を

ど
の
よ
う
な
人
々
が
読
み
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
、
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
か
も

問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
人
々
は
、
写
本
を
通
じ
て
別
段
風
説
書
を
入
手

し
た
。
全
国
各
地
に
残
存
す
る
諸
写
本
の
調
査
は
、
ど
の
よ
う
な
人
々
が
読
ん
だ
か

を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
理
解
に
迫
る
基
礎
的
作
業
で
あ
る
。

　

本
書
の
刊
行
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
研
究
者
に
渇
望
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
遅
き
に
失
し
た
の
で
は
決
し
て
な
い
。
早
く
に
集
大
成
さ
れ
な
か
っ
た
が

ゆ
え
に
研
究
が
活
性
化
し
、
現
在
の
研
究
の
到
達
点
と
な
っ
て
改
め
て
必
要
性
が
高

ま
っ
た
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
と
き
、
本
書
は
時
宜
を

得
て
の
刊
行
と
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

四
　
史
料
篇
へ
の
コ
メ
ン
ト

　

研
究
史
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本
書
の
最
大
の
功
績
は
、
全
国
各
地
に
残
存
す

る
諸
写
本
の
調
査
に
基
づ
い
て
、
年
次
ご
と
に
写
本
を
選
ん
で
翻
刻
し
、
長
崎
訳
と

江
戸
訳
の
両
者
を
収
録
し
た
史
料
篇
に
あ
る
。
史
料
篇
に
収
録
さ
れ
た
別
段
風
説
書

は
、
正
本
の
復
元
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
く
、
選
択
し
た
写
本
を
そ
の
ま
ま
翻
刻

す
る
方
針
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
針
は
、
底
本
を
定
め
て
諸
写
本
の
校
合
作

業
を
行
っ
た
『
和
蘭
風
説
書
集
成
』
上
・
下
巻
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
別
段

風
説
書
の
場
合
、
通
常
の
風
説
書
と
比
べ
て
写
本
数
は
膨
大
で
あ
り
、
誤
記
・
誤
写

な
ど
を
含
め
写
本
間
の
異
同
が
あ
ま
り
に
多
い
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
時
間
を
費
や

し
て
校
合
作
業
を
行
っ
て
も
、
正
本
の
復
元
が
見
通
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
定
の

写
本
の
翻
刻
と
し
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
妥
当
な
判
断
で
あ
る
。

　

掲
載
史
料
の
選
択
基
準
は
、
総
論
二
に
示
さ
れ
て
い
る
五
項
目
で
あ
る
。
膨
大
な

写
本
か
ら
の
選
択
を
求
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
基
準
の
な
か
で
何
を
優
先
す
る
か

の
問
題
も
あ
る
か
ら
、
た
い
へ
ん
悩
ま
し
い
作
業
で
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
総
論

二
の
《
各
年
次
別
段
風
説
書　

小
解
説
》
は
、
諸
写
本
の
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
簡

潔
な
が
ら
も
的
を
射
た
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
掲
載
史
料
を
選
択
し
た
判
断
根
拠

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
掲
載
史
料
以
外
に
も
注
目
す
べ
き
特
性
を
も
つ

写
本
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
今
後
の
研
究
者
の
導
き
と
な
る
に
違
い
な
い
。
さ
ら

に
今
後
は
、
諸
写
本
の
比
較
を
通
じ
て
系
統
を
判
断
で
き
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
国
内
に

お
け
る
別
段
風
説
書
の
広
ま
り
を
展
望
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

諸
写
本
の
所
在
調
査
に
よ
る
新
た
な
判
明
点
も
あ
る
。
評
者
が
と
り
わ
け
注
目
し

た
の
は
、
以
下
の
二
点
で
あ
る
。
①
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
い
と
見
ら
れ
て
い
た
弘
化

四
年
の
江
戸
訳
は
、
蘭
学
者
の
家
で
あ
る
箕
作
家
と
鷹
見
家
の
文
書
の
な
か
に
要
点

を
記
し
た
訳
文
が
見
出
さ
れ
、
江
戸
で
の
翻
訳
が
確
認
で
き
る
こ
と
。
②
長
崎
歴
史

文
化
博
物
館
所
蔵
の
『
自
嘉
永
四
年
至
安
政
四
年　

風
説
書
』
は
、
阿
蘭
陀
通
詞
名

の
後
に
押
印
が
あ
る
別
段
風
説
書
を
収
載
し
、
長
崎
訳
の
正
本
と
考
え
ら
れ
、
草
稿

と
と
も
に
綴
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
①
は
第
八
号
の
参
考
史
料
、
②
は
第
十
二
号
か

ら
第
十
六
号
ま
で
の
長
崎
訳
の
掲
載
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
つ
だ
け
望
蜀
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
け
ば
、
史
料
集
と
し
て
利
用
す
る
だ
け

に
、
地
名
・
人
名
・
語
句
に
は
注
記
や
索
引
が
や
は
り
欲
し
か
っ
た
と
思
う
。
限
ら

れ
た
時
間
の
な
か
で
の
編
纂
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
ほ
と

ん
ど
は
カ
タ
カ
ナ
書
き
で
あ
り
、
掲
載
史
料
の
な
か
で
も
表
記
の
異
同
は
多
く
、
注

記
や
索
引
を
つ
け
る
作
業
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
も
十
分
に
理
解
で
き
る
。
索
引

は
、
総
論
一
の
表
が
代
替
す
る
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

カ
タ
カ
ナ
書
き
の
地
名
・
人
名
な
ど
を
注
記
な
し
で
理
解
す
る
の
は
か
な
り
困
難
で

あ
る
。
掲
載
史
料
の
内
容
理
解
に
あ
た
っ
て
は
、『
別
段
風
説
書
が
語
る
一
九
世
紀-

翻
訳
と
研
究
』
に
収
録
さ
れ
た
現
代
日
本
語
訳
と
そ
の
注
記
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
同
書
と
本
書
を
、
あ
わ
せ
て
利
用
す
る
研
究
姿
勢
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

五
　
研
究
篇
へ
の
コ
メ
ン
ト

　

こ
こ
で
は
研
究
篇
の
各
論
を
通
読
し
て
見
え
て
く
る
、
今
後
の
研
究
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
少
し
ば
か
り
卑
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

各
論
に
共
通
す
る
の
は
、
各
執
筆
者
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
成
果
の

う
え
に
た
っ
て
、
別
段
風
説
書
の
活
用
と
理
解
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

評
者
は
、
四
つ
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
人
物
に
注
目
し
て
、
文
書
群
・
文
庫
の
な
か
で
別
段
風
説
書
を
考
察

す
る
重
要
性
で
あ
る
。
各
論
一
の
片
桐
論
文
で
は
鷹
見
泉
石
と
鷹
見
家
資
料
、
各
論

三
の
岩
下
論
文
で
は
徳
川
慶
勝
・
黒
田
斉
溥
と
慶
勝
手
元
文
庫
、
各
論
四
の
嶋
村
論

文
で
は
阿
部
正
弘
及
び
そ
の
側
近
石
川
和
助
と
阿
部
家
資
料
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
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る
。
い
ず
れ
も
大
名
家
や
大
名
家
家
臣
の
事
例
で
あ
る
。
今
後
、
蘭
学
者
の
家
で
あ

る
箕
作
家
や
大
槻
家
の
事
例
で
取
り
組
み
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
国
学

者
や
豪
農
・
豪
商
の
場
合
は
ど
う
か
。
文
書
群
や
文
庫
に
当
時
の
す
べ
て
の
資
料
が

残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
全
体
を
通
覧
す
る
作
業
は
多
大
な
時
間
を
要

す
る
か
ら
、
取
り
組
み
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
し
、
他
の
事
例
研
究
が
進
め
ば
、

別
段
風
説
書
の
理
解
と
活
用
の
新
た
な
姿
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

二
つ
目
は
、
幕
府
政
治
の
展
開
の
な
か
で
別
段
風
説
書
の
活
用
を
位
置
づ
け
て
ゆ

く
政
治
史
的
研
究
で
あ
る
。
各
論
二
の
佐
藤
論
文
で
は
機
密
か
ら
公
開
へ
と
転
換
し

て
い
く
別
段
風
説
書
の
取
り
扱
い
か
ら
幕
府
政
治
の
展
開
が
論
じ
ら
れ
、
各
論
三
の

岩
下
論
文
で
は
別
段
風
説
書
の
入
手
を
契
機
と
す
る
「
建
白
」
と
い
う
行
為
に
注
目

し
て
大
名
の
幕
政
参
与
を
展
望
し
て
い
る
。
天
保
期
か
ら
安
政
期
に
お
け
る
政
治
史

は
、
膨
大
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
幕
府
の
諸
政
策
と
そ
の
相

互
の
関
連
の
な
か
で
、
別
段
風
説
書
を
ど
う
位
置
づ
け
て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
る
。

当
初
、
機
密
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
こ
と
は
、
天
保
改
革
の
諸
政
策
、
と
り
わ
け
長

崎
支
配
の
問
題
の
な
か
で
と
ら
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ペ
リ
ー
来
航
後
、
公

開
へ
と
転
じ
た
の
は
、
海
防
強
化
を
模
索
す
る
安
政
改
革
の
一
つ
と
見
ら
れ
る
。
江

戸
訳
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
蕃
書
調
所
の
役
割
も
問
わ
れ
て
く
る
。
さ
ら
に
機
密
で

あ
れ
ば
、
入
手
し
て
「
建
白
」
と
い
っ
た
活
用
を
試
み
る
の
が
政
治
力
の
源
泉
と
な

る
だ
ろ
う
が
、
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
す
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
公
議
世
論
」
の
形
成
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
細
部

の
実
証
を
ふ
ま
え
、
幕
末
政
治
史
の
大
局
的
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
べ
き
課
題
と
思

う
。

　

三
つ
目
は
、
別
段
風
説
書
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
、
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
か

の
追
究
で
あ
る
。
各
論
三
の
岩
下
論
文
、
各
論
四
の
嶋
村
論
文
が
、
と
も
に
別
段
風

説
書
に
書
き
込
ま
れ
た
朱
書
を
考
察
し
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
あ
る
。
本
書
の
史

料
篇
を
見
た
だ
け
で
も
、
書
き
込
み
を
も
つ
写
本
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
書
き
込

み
は
、
ど
の
よ
う
に
読
ん
だ
か
の
証
左
で
あ
る
。
当
時
の
読
み
手
に
と
っ
て
、
別
段

風
説
書
の
記
述
は
相
当
に
難
解
だ
っ
た
は
ず
で
、
広
範
な
記
載
内
容
の
す
べ
て
に
注

目
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ど
の
よ
う
な
記
載
内
容
に
注
目
し
、
ど
の
よ

う
な
手
段
で
理
解
に
努
め
た
の
か
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
行
動
と
結
び
つ
く
の

か
。
ま
た
、
長
崎
訳
と
江
戸
訳
を
比
較
し
た
書
き
込
み
を
も
つ
写
本
も
少
な
く
な

い
。
長
崎
訳
と
江
戸
訳
の
比
較
は
、
誰
が
何
の
た
め
に
行
っ
た
の
か
。
た
だ
単
に
翻

訳
の
正
誤
を
確
認
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
か
、
そ
れ
以
上
の
別
の
意
味
を
も
つ

も
の
な
の
か
が
問
わ
れ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

四
つ
目
は
、
日
本
史
の
分
野
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
多
方
面
・
他
分
野
か
ら
別
段
風

説
書
の
研
究
に
取
り
組
む
必
要
性
で
あ
る
。
本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
、
長
崎
訳
と
江

戸
訳
を
通
覧
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
松
方
氏
ら
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
、
現

代
日
本
語
訳
と
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
に
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
こ
れ
ら
が
活
字
化
さ
れ

た
こ
と
で
、
多
方
面
・
他
分
野
の
研
究
者
が
別
段
風
説
書
を
容
易
に
読
め
る
研
究
環

境
が
整
っ
た
の
で
あ
る
。
各
論
五
の
割
田
論
文
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
・
長
崎
訳
・

江
戸
訳
の
比
較
を
試
み
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
比
較
か
ら
、
当
時
の
理
解
を
問
う
研

究
は
、
西
洋
史
・
東
洋
史
の
分
野
か
ら
積
極
的
に
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
松
方
氏
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
翻
訳
と
い
う
行
為
は
、
近
代
日
本
語

が
ど
の
よ
う
に
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
か
の
問
題
で
あ
る
。
語
学
研
究
者
の
専
門
的

見
地
か
ら
の
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
も
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

　

研
究
篇
に
関
し
て
一
つ
気
に
な
っ
た
の
は
、
共
同
研
究
で
あ
る
な
ら
ば
、
各
論
相

互
と
、
各
論
と
総
論
の
な
か
で
、
も
う
少
し
原
稿
の
す
り
合
わ
せ
が
必
要
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
各
論
三
の
岩
下
論
文
で
、
ペ
リ
ー
来
航
直
前
に

御
三
家
に
正
式
に
別
段
風
説
書
が
伝
達
さ
れ
た
意
義
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
総

論
二
で
よ
り
広
範
な
諸
藩
に
別
段
風
説
書
が
回
覧
さ
れ
た
津
軽
家
文
書
の
写
本
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
各
論
二
の
佐
藤
論
文
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
て
も
よ
か
っ

た
と
思
う
。
ま
た
、
各
論
三
の
岩
下
論
文
で
は
架
蔵
の
「
和
蘭
告
密
御
請
取
始
末　

全
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
総
論
二
に
記
さ
れ
て
い
る
大
槻
文
庫
の
写
本
に
つ
い

て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
各
論
五
の
割
田
論
文
で
、
一
八
四
六
年
以
降

の
別
段
風
説
書
の
構
成
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
の
一
般

的
な
紙
面
構
成
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
指
揮
さ
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
点
だ
け
に
、
構
成
を
解
説
す
る
総
論
一
の
な
か
で
言
及
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
紙
幅
の
関
係
や
重
複
を
避
け
る
意
図
、
研
究
期
間

の
時
間
的
制
約
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
配
慮
が
欲
し
か
っ
た
気
が
す
る
。

　

研
究
篇
が
示
す
研
究
の
方
向
性
に
異
論
を
は
さ
む
余
地
は
な
い
が
、
別
段
風
説
書

そ
の
も
の
に
も
解
明
さ
れ
る
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
評
者
は
、
拙
著
『
近
世

後
期
の
対
外
政
策
と
軍
事
・
情
報
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）
に
お
い
て
、

近
世
後
期
の
対
外
政
策
の
あ
り
方
は
、
外
交
文
書
の
翻
訳
を
は
じ
め
と
す
る
長
崎
の

阿
蘭
陀
通
詞
が
有
す
る
特
権
を
、
江
戸
の
天
文
方
が
奪
っ
て
い
く
過
程
と
と
ら
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。
評
者
の
問
題
関
心
に
即
し

た
指
摘
と
な
っ
て
恐
縮
だ
が
、
本
書
を
通
読
し
て
感
じ
ら
れ
た
別
段
風
説
書
そ
の
も

の
の
大
き
な
課
題
を
二
点
ほ
ど
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

一
つ
は
、
提
出
が
始
め
ら
れ
た
経
緯
で
あ
る
。
別
段
風
説
書
は
、
一
八
四
〇
年
五

月
の
東
イ
ン
ド
総
督
の
決
定
に
基
づ
き
、
定
期
刊
行
物
に
基
づ
く
ア
ヘ
ン
戦
争
情
報

を
、
従
来
の
風
説
書
と
は
別
に
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
か
ら
の
書
面
に
基
づ
い
て
日
本
側
に

報
告
す
る
こ
と
で
始
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
幕
府
の
要
請
に
基
づ
く
措
置
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
前
年
の
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
七
月
の
日
付
を
も
つ
天
文
方
渋
川

六
蔵
の
上
書
で
は
、
風
説
書
の
作
成
過
程
に
お
け
る
阿
蘭
陀
通
詞
の
情
報
操
作
を
問

題
視
し
、
従
来
の
風
説
書
と
は
異
な
る
か
た
ち
で
、
詳
細
な
海
外
情
報
を
封
印
さ
せ

た
文
書
で
長
崎
奉
行
に
提
出
さ
せ
、
江
戸
で
翻
訳
を
行
う
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
上
書
が
東
イ
ン
ド
総
督
の
決
定
を
誘
発
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る

が
、
両
者
の
因
果
関
係
は
実
証
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
渋
川
の
上
書
が
契
機
に
な
っ

た
の
で
あ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
般
的
な
脅
威
は
あ
る
に
せ
よ
、
幕
府
は
ア
ヘ
ン
戦

争
の
詳
報
を
求
め
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
別
段
風
説
書
の
当
初
の
目
的

は
、
阿
蘭
陀
通
詞
の
情
報
操
作
を
防
ぐ
た
め
に
、
文
書
に
よ
る
提
出
と
江
戸
で
の
翻

訳
に
主
眼
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

も
う
一
つ
は
、
翻
訳
作
業
を
含
め
た
長
崎
と
江
戸
に
お
け
る
取
り
扱
い
で
あ
る
。

い
い
か
え
れ
ば
、
長
崎
訳
と
江
戸
訳
が
ど
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
長
崎
訳
を
見
る
と
、
二
名
か
ら
十
数
名
の
阿
蘭
陀
通
詞
の
署
名
と
捺
印
が
見

ら
れ
る
。
二
名
の
場
合
は
選
ば
れ
て
翻
訳
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
十
数

名
の
場
合
は
、
通
詞
目
付
と
大
・
小
通
詞
の
全
員
で
あ
ろ
う
。
全
員
で
翻
訳
し
た
と

見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
通
詞
仲
間
に
よ
る
翻
訳
と
い
う
既
得
権
を
主
張
し
た
措
置

の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
翻
訳
は
困
難
を
極
め
た
で
あ
ろ
う
が
、
ど
の
く
ら
い
の
期
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間
を
要
し
た
の
か
。
ま
た
、
江
戸
に
送
付
さ
れ
た
後
、
幕
府
は
長
崎
訳
と
原
文
を
ど

の
よ
う
に
取
り
扱
っ
た
の
か
。
江
戸
訳
に
つ
い
て
は
、
蕃
書
調
所
の
設
立
以
前
は
翻

訳
者
の
記
載
も
な
い
。
翻
訳
は
毎
年
行
わ
れ
た
の
か
。
行
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
翻

訳
者
は
天
文
方
に
詰
め
た
阿
蘭
陀
通
詞
か
、
そ
れ
と
も
蛮
書
和
解
御
用
の
蘭
学
者
な

の
か
。
時
期
に
よ
る
変
遷
も
想
定
し
な
が
ら
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ

と
が
、
別
段
風
説
書
の
本
質
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
書
の
構
成
と
内
容
を
述
べ
た
う
え
で
、
研
究
史
上
の
位
置
づ
け
を
は
か

り
、
史
料
篇
と
研
究
篇
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

本
書
は
、
別
段
風
説
書
の
集
大
成
を
望
ま
れ
て
い
た
片
桐
氏
の
熱
意
と
、
限
ら
れ

た
調
査
・
研
究
期
間
の
な
か
で
取
り
組
ま
れ
た
岩
田
氏
と
佐
藤
氏
の
尽
力
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
繰
り
返
し
と
な
る
が
、
本
書
は
長
年
の
研
究
者
の
要

望
に
応
え
る
と
同
時
に
、
研
究
史
的
に
も
時
宜
を
得
た
刊
行
で
あ
る
。『
和
蘭
風
説

書
集
成
』
上
・
下
巻
に
続
い
て
、
吉
川
弘
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
る
こ
と
も
喜
ば
し
い

限
り
で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
催
し
た
青
山

学
院
大
学
が
、
学
界
に
誇
る
べ
き
研
究
成
果
と
い
え
る
。

　

文
中
に
お
い
て
評
者
の
誤
読
や
誤
解
に
よ
る
非
礼
が
あ
れ
ば
、
執
筆
者
お
よ
び
読

者
の
ご
海
容
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
本
書
が
多
方
面
・
他
分
野
か
ら
も
広
く
利
用
さ

れ
、
別
段
風
説
書
の
研
究
が
進
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。

�

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
三
月
、
七
二
八
頁
、
Ａ
5
判
、
税
別
一
万
五
千
円
）

〔
付
記
〕

　

本
稿
の
概
要
は
、
令
和
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
、
基
盤
研
究（
B
）「
オ
ラ
ン

ダ
別
段
風
説
書
の
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
岩
田
み
ゆ
き
）
第
二
回
研
究
会
（
二
〇

二
〇
年
八
月
二
九
日
、W

ebex M
eetings

）
に
お
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会

を
得
た
。
岩
田
先
生
を
は
じ
め
、
ご
意
見
を
頂
戴
し
た
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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